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第
五
四
回
大
阪
府
連
大
会
が
六
日
、

此
花
会
館
で
四
〇
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
支
部
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
四
月
に
亡
く
な
ら
れ

た
故
福
森
擁
四
さ
ん
へ
の
黙
と
う
後

開
会
し
ま
し
た
。

渡
辺
武
会
長
は
「
一
月
の
中
国
製

冷
凍
餃
子
事
件
、
三
月
の
チ
ベ
ッ
ト

の
騒
乱
、
五
月
に
は
四
川
省
で
の
大

地
震
と
中
国
関
係
の
出
来
事
が
数
多

く
発
生
し
た
が
、
府
連
は
、
こ
れ
ら

を
中
国
と
の
友
好
促
進
の
立
場
で
と

ら
え
て
き
た
。
ひ
き
つ
づ
き
こ
の
立

場
で
友
好
運
動
を
す
す
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
協
会
の
活

動
を
府
民
に
広
げ
る
た
め
に
も
、
国

際
交
流
団
体
と
の
交
流
を
深
め
、
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
本
日
の

大
会
を
契
機
に
影
響
力
の
あ
る
強
大

な
組
織
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
い
た
だ
い
た
日

本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
大
阪
府
支
部
連

合
会
会
長
の
荒
木
瑩
子
さ
ん
は
、

「
今
年
で
五
十
年
に
な
る
協
会
は
、

会
員
減
も
あ
り
問
題
を
か
か
え
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
前
進
し

た
い
。
ソ
連
が
十
五
ヵ
国
に
分
か
れ

て
新
し
い
芽
生
え
や
発
展
も
あ
る
が
、

今
も
終
戦
後
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
た
約

三
〇
名
が
裁
判
で
た
た
か
っ
て
い
ま

す
。
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

兵
庫
県
連
の
兵
頭
晴
喜
理
事
長
か

ら
「
兵
庫
県
連
は
事
務
所
も
移
転
し
、

組
織
と
財
政
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
国

残
留
孤
児
支
援
活
動
を
通

じ
て
広
が
っ
た
市
民
の
方

に
訴
え
て
拡
大
と
財
政
強

化
を
成
功
さ
せ
た
い
。
十

月
の
姫
路
市
で
の
京
劇
公

演
に
は
、
大
阪
の
皆
様
の

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

府連通信

こ
れ
か
ら
も
お
互
い
に
協
力
し
て
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
そ
れ
ぞ

れ
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
十
八
通
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
片
山
理
事
長
の

０
７
年
活
動
報
告
と
０
８
年
活
動
方

針
の
提
案
、
高
瀬
事
務
局
長
か
ら
財

政
報
告
の
提
案
、
討
論
で
は
七
人
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

会
計
監
査
報
告
も
含
め
す
べ
て
の

議
案
が
確
認
さ
れ
、
新
し
い
理
事
二

名
を
ふ
く
め
新
年
度
の
役
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
中
国
語
受
講
生
の
川

西
さ
ん
が
大
会
宣
言
を
提
案
し
て
採

択
さ
れ
、
藤
後
副
会
長
の
閉
会
あ
い

さ
つ
で
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
の
祝
賀
会
に
は
三
十
三
名

が
参
加
、
中
国
領
事
の
殷
達
奇
さ
ん

と
、
ア
タ
ッ
シ
ェ
高
思
さ
ん
が
祝
賀

会
に
駆
け
つ
け
ら
れ
「
長
い
友
好
活

動
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
胡
主
席
の

訪
日
で
戦
略
互
恵
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど

相
互
理
解
が
進
み
、
日
中
関
係
は
良

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
四
川

大
地
震
へ
の
心
温
ま
る
ご
支
援
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
お
祝
い
と
感
謝

の
こ
と
ば
を
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
も
続
き

楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

中国四川省大地震・災害義援金
中国領事館に届ける

被災者の救援のため、会員・読者をはじめ太極拳・

中国語の受講生の方々にご協力いただき、府連には

総額５０万円を越える義援金が寄せられました。

中国領事館へ第一次分に続き第二次犠援金として、

近日領事館へお届けすることになっています。

全国では1000万円を超える義援金が寄せられました。

府
連
大
会
開
く

協
会
の
活
動
を
府
民
に
広
げ
よ
う

四
川
大
地
震
募
金

五
十
万
円
を
越
え
る

七
・
七
行
動
マ
イ
ク
で
訴
え

七
月
七
日
淀
屋
橋
で
恒
例
の
７
・

７
行
動
を
六
名
参
加
で
行
い
ま
し

た
。
マ
イ
ク
で
、
中
国
を
全
面
侵

略
す
る
契
機
と
な
っ
た
盧
溝
橋
事

件
か
ら
七
一
年
、
日
本
の
中
国
に

対
す
る
侵
略
戦
争
の
事
実
を
忘
れ

ず
、
平
和
憲
法
を
守
り
、
二
度
と

悲
惨
な
戦
争
を
繰
り
返
さ
せ
な
い

訴
え
を
行
な
い
ま
し
た
。
ビ
ラ
を

受
け
取
っ
た
若
い
人
達
も
熱
心
に

読
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
不
再
戦
活
動
を
強
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

悲劇の従軍写真家「沙飛の日中戦争」

八月に大阪で写真展を開催
2008平和のための｢戦争展｣の展示として、

｢沙飛がとらえた日中戦争｣写真展を開催します。

日 時：８月２０日（水）～２３日（土）

10：00～19：00（２３日は16：00まで）

会 場：梅田・茶屋町 日中文化センター

訃

報

中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領

事
・
羅
田
廣
氏
は
職
務
報
告
の
た

め
一
時
帰
国
中
、
七
月
十
一
日
夜
、

中
国
河
北
省
の
高
速
道
路
で
交
通

事
故
に
遭
い
、
薬
石
効
な
く
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
享
年
五
五
歳
。

五
二
年
十
二
月
、
江
西
省
出
身
。

長
崎
領
事
、
札
幌
総
領
事
、
中
国

外
務
省
領
事
局
長
な
ど
を
歴
任
。

十
五
日
午
後
、
渡
辺
府
連
会
長
、

片
山
理
事
長
、
高
瀬
事
務
局
長
が

大
阪
総
領
事
館
へ
弔
問
に
訪
れ
ま

し
た
。
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大
会
の
ご
盛
会
を
祈
念
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

長
ら
く
統
い
て
き
た
自
民
・
公

明
の
政
治
が
行
き
詰
ま
り
、
今
年

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
お
年
よ
り
い

じ
め
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
捌
度
」

に
怒
り
の
世
論
が
沸
騰
し
て
い
ま

す
。
大
阪
府
に
お
い
て
も
、
自
民
・

公
明
が
与
党
の
橋
下
府
知
事
が
先

日
発
表
し
た
「
大
阪
維
新
プ
ロ
グ

ラ
ム
案
」
な
ど
と
い
う
も
の
が
、

一
方
で
ム
ダ
な
大
規
模
開
発
を
温

存
し
た
ま
ま
、
府
民
の
福
祉
や
教

育
を
無
慈
悲
に
切
り
捨
て
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
に

つ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
医
師
会
を
は
じ

め
、
各
方
面
か
ら
怒
り
の
声
が
巻

き
起
こ
り
、
府
財
政
危
機
の
原
因

と
責
任
を
問
う
大
論
議
が
ま
き
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

野
党
の
民
主
党
も
、
四
野
党
に

よ
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

廃
止
法
案
の
提
出
と
参
議
院
に
お

け
る
可
決
な
ど
、
国
民
世
論
に
お

さ
れ
て
、
野
党
共
同
の
た
た
か
い

に
加
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
一
面
を

持
ち
つ
つ
も
、
憲
法
の
改
悪
や
消

費
税
の
増
税
な
ど
、
国
政
の
根
本

問
題
で
は
自
民
党
と
大
き
な
違
い

が
な
い
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

こ
う
し
た
「
二
大
政
党
」
の
姿

と
対
比
し
て
、
私
た
ち
の
論
戦
や

活
動
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い

う
と
き
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、

「
国
民
こ
そ
主
人
公
」
と
言
え
る
、

ま
と
も
な
政
治
の
確
立
へ
、
な
お

い
っ
そ
う
、
全
力
で
奮
闘
し
て
い

く
決
意
で
す
。

こ
の
夏
に
は
北
京
オ
リ
ン
ビ
ッ

ク
も
開
催
さ
れ
、
日
中
友
好
の
機

運
も
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
み
な
さ

ん
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
て
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

府
連
大
会
へ
の
メ
ツ
セ
ー
ジ

日
本
共
産
党
衆
院
比
例
区
予
定
候
補

宮
本
た
け
し

を
知
る
会
等
、
教
室
や
講
座
を
一
層

充
実
さ
せ
、
広
く
府
民
に
参
加
を
呼

び
か
け
又
、
在
日
中
国
人
や
中
国
旅

行
等
を
通
じ
て
、
中
国
の
人
々
と
交

流
を
深
め
て
い
き
ま
し
よ
う
。

大
阪
府
連
の
課
題
は
百
人
以
上
の

会
員
と
準
会
員
を
増
や
す
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
準
支
部
を
正
支
部
に

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
滞
納
を
一

掃
し
て
、
府
連
の
赤
字
財
政
を
黒
字

に
し
ま
し
ょ
う
』
と
提
案
さ
れ
ま
し

た
。高

瀬
事
務
局
長
か
ら
『
四
川
大
地

震
以
後
、
多
く
の
会
員
や
文
化
教
室
・

活
動
方
針
の
重
点
課
題
を
片
山
理

事
長
か
ら
『
日
中
平
和
友
好
条
約
締

結
三
〇
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
、

昨
年
は
日
中
間
の
貿
易
額
が
米
国
を

抜
い
て
第
一
位
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
経
済
的
発
展
が
進
み
、
日
中
間

の
「
戦
略
的
互
恵
関
係
」
が
一
層
進

展
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

右
翼
や
一
部
の
保
守
反
動
勢
力
の
中

国
敵
視
策
動
を
軽
視
す
る
こ
と
な
く

日
中
友
好
協
会
の
原
点
で
あ
る
日
中

不
再
戦
の
活
動
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

文
化
交
流
活
動
で
は
中
国
語
、
太

極
拳
、
き
り
え
、
二
胡
、
中
国
事
情

課
題
は
会
員
拡
大
と
財
政
の
健
全
化

奈
良
支
部
十
二
月
再
建
を
め
ざ
す

太
極
拳
教
室
の
方
々
か
ら
、
い
ち
早

く
被
災
者
救
援
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
中
国
国
民
が
困
難
な
状
況
に

立
ち
向
か
っ
て
い
る
姿
に
対
し
て
、

そ
れ
を
励
ま
す
隣
人
愛
の
立
場
で
支

援
さ
れ
た
方
々
の
行
動
を
見
て
、
あ

ら
た
め
て
日
中
友
好
協
会
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

空
白
の
奈
良
で
再
建
の
懇
談
会
が

も
た
れ
、
十
八
名
の
地
元
の
方
々
が

日
中
友
好
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
語

り
、
世
話
人
が
決
め
ら
れ
、
十
月
に

「
学
習
講
演
会
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

年
内
立
ち
上
げ
を
め
ざ
す
奈
良
支
部

に
、
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
も
、
出

来
る
か
ぎ
り
の
支
援
を
行
な
っ
て
い

き
た
い
』
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

会 長 渡辺 武

副会長 藤後博巳

理事長 片山英徳

副理事長 近藤好幸

副理事長 松尾豊

事務局長 高瀬龍二

同次長 澤野井公夫

常任理事
石井勉

大上二郎

田宮勝美

恒岡正勝

中根欣之助

松原弥寿夫

会計監査
大島彰吾

小野邦也

理 事
浅井和夫、北川篤

川村博、早乙女実

高橋朗、田中寛胤

中村健二、原 繁

前田尋、山下藤男

尾中妙子,栗山俊子

菅原正義,土井一正

葭田正明

荒崎博(新)

平松悦雄(新)

顧 問
久場真樹,桑原英武

野口政廣

参 与
梅川勉、岡田和義

加藤義明,西村成雄

細見茂,村田はな子

吉野俊宏

府連大会へメッセージを
いただきました

大阪府保険医協会、大阪母親大会連

絡会、大阪商工団体連合会、治安維

持法国賠同盟大阪府本部、関西合同

法律事務所、京橋共同法律事務所、

大阪府アジア・アフリカ・ラテンア

メリカ連帯委員会、日本ベトナム友

好協会、日本コリア協会・大阪、

全大阪労働組合総連合、大阪府立高

等学校教職員組合、門真市職員労働

組合、関西共同印刷労働組合、

日中友好協会・本部、東京都連合会、

京都府連合会、和歌山県連合会

日本共産党・元参議院議員・衆議院

比例区予定候補・宮本たけし

第５７回全国大会で
表彰・顕彰された方々

３０年会員
梁田憲二郎

２０年会員
市野実、内野伊久子

河井修、田宮勝美

野村鮎子

物故者
福森雍四（大正支部）

機関紙コンクール
佳作：大阪府連、

大阪西支部

きりえコンクール
優秀作：竹原淑隆

入選：島尾多香、日鷹修一

白藤英子、野上浪子

中野修悟、加藤みつこ

２００８年役員体制


